
令和元年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【  京都府  】  

学校名【 井手町立泉ヶ丘中学校 】 

１実践テーマ 【 Ⅰ・Ⅴ 】  

２実施対象者 泉ヶ丘中学校全校生徒 153名 

３展開の形式 （１）学校における活動 

① 教科名（ 英語、保健体育、総合的な学習、特別活動 ） 

② 行事名（               ） 

③ その他（ パラリンピアンによる講演会 ） 

（２）地域における活動 

④ イベント名（ 国際交流報告会 ） 

⑤ その他  （         ） 

４目 標  

（ねらい） 

・オーストラリア姉妹校との交流を通して、オーストラリアのスポー

ツや文化についての理解を深める。 

・オリンピアン・パラリンピアンとの交流や学習を通じて、自己肯定

感及び他者肯定感を醸成する 

５取組内容 （１）オリンピック・パラリンピックについての調べ学習 

（1 年・49 名・保健体育） 

   オリンピック・パラリンピックへの興味や関心を一層高めるた

め、昨年度の本事業で購入した図書を有効活用し、オリンピッ

ク・パラリンピックについての調べ学習を行った。 

疑問に思うことなどを図書やインターネットなどを活用し調

べ、夏季休業中の課題としてまとめのレポートを提出させた。 

   まとめた作品については、第 9 回井手町調べる学習コンクー

ルに出品した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）パラリンピアンによる講演会（1１月 27 日・全校生徒１５３ 

名） 

  講師 久保 大樹 氏 

    演題「夢ってすげえ ことばってすげえ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）オーストラリア姉妹校との交流 

 ・ペンフレンドとの交流（全校生徒１５３名） 

 ・代表生徒 10 名の派遣（8 月 19 日～29 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・派遣生徒による報告会 

10 月 27 日 泉ヶ丘中学校 

11 月２・3 日 井手町文化祭 

12 月 2 日 井手小学校、多賀小学校 

             

 

 

 

 

 

 

 

 
６主な成果 

 

・2020 年のオリンピック・パラリンピック開催にあたり、多くの生

徒がオリ・パラスポーツに興味を持つことができた。 

・実際にパラリンピックに出場する権利をかけて戦うアスリートに触

れ合う機会を持つことで、オリンピックのみならず、パラリンピック

にも興味を示す生徒が増えた。東京パラリンピック出場を目指してい

る久保選手の応援団として、今後も交流を重ねていく予定である。 

・日本の文化の紹介にも意欲的で、十分な準備をしたうえでオースト

ラリア派遣に臨むことができた。また、帰国してからの報告事業にも

意欲的に取り組み、全校生徒や小学校児童及び地域住民にも広める役

割を果たせた。 



７実践におい

て工夫した点 

（事業の特

色） 

・本町の事業である「泉ヶ丘中学校国際交流･海外派遣事業」での派

遣準備の期間から、事後の報告までほぼ一年を通して継続的に活動し

た。 

・オリンピック・パラリンピックに興味を持つきっかけの一つとして、

保健体育の授業を利用して調べ学習を行った。（井手町調べる学習コ

ンクール） 

８主な課題等 オリンピック・パラリンピックを控えた今年度のみの事業にならない

ようにすること。 

９来年度以降

の実施予定 

・次年度はオーストラリアからの留学生受け入れ年度にあたるため、

事前の取組やペンフレンドとの交流を丁寧に行う。また、受け入れ時

の体制などについて、一部生徒や教職員だけではなく、全校生徒と教

職員一丸となって準備を進めていきたい。 

・オリンピック・パラリンピックの年度にもなるので、本物に触れる

機会を持つことができる生徒や教職員の体験等も交流していきたい。 

 


